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横浜市鶴見区精神障害者生活支援センター 令和 4 年度事業計画書 

1. 令和４年度運営方針

令和４年度は、第２期指定管理期間初年度となります。第１期１０年間の中では、制度改革、

センター運営の変化、自然災害や感染症等の影響による新たなメンタルヘルスの課題といった

様々なことが起こりました。社会の環境変化に伴い、センターの支援を必要とする方々も拡大し

ていると実感しております。そうした状況に対応する上でも、これまで培ってきた福祉分野との

連携強化はもちろんのこと、他分野との連携強化も図ります。 

 令和 4 年度は、コロナの影響により停滞した地域住民との交流機会の再構築や積み残しされ

た課題と新たなシステムの構築に向けて整備していくこと、特に高齢・教育分野との横断的ネッ

トワークを構築し課題解決に取り組んでいきます。

2. 施設概要等

① 所在地

〒230-0062 

横浜市鶴見区豊岡町 28-4 ハーモニーとよおか 4 階 

TEL：045-576-3173 FAX：045-576-3172  

ＨＰ ＵＲＬ：https://www.ysjk.jp/tsurumi  

② 開所年月日

平成 24 年 4 月 1 日 

③ 運営時間

月曜日～金曜日 午前 9：00～午後 20：00／土曜日 午前 9：00～午後 17：00 

④ 休館日

日曜日、年末年始（12/29～1/3） 

⑤ 各種サービス利用料金

・夕食 400 円

・入浴 100 円

・洗濯 100 円

・インターネットサービス 10 円（10 分）

⑥ 職員

【常勤職員】

所長 ：1 名（精神保健福祉士） 

相談員：5 名（精神保健福祉士 5 名、社会福祉士 3 名） 

【非常勤職員】 

相談員：５名（精神保健福祉士４名 週５勤務２名 週４勤務２名 週２勤務１名） 

【アルバイト】 

事務・相談員：３名 事務・清掃１名（障害者雇用） 調理アルバイト：5 名 
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3. 事業概要等 

① 精神障害者の権利擁護のための支援 

② 日常生活に関する相談及び個々の生活に必要な情報提供 

③ 利用者への食事、入浴、洗濯、レクリエーションの提供 

④ 利用者本人と家族の相互作用を意識した家族へのメンタルヘルス支援 

⑤ 地域への精神保健福祉に関する普及啓発活動 

⑥ 地域関係機関とのネットワーク強化 

⑦ ピア活動につながるような利用者の主体性を促す支援 

⑧ 自立生活アシスタント事業 

⑨ 横浜市地域移行・地域定着支援事業 

⑩ 個別支援計画に基づく支援展開 

⑪ 指定特定相談支援事業（計画相談支援） 

⑫ 指定一般相談支援事業（地域移行・地域定着支援事業） 

⑬ 自立生活援助事業 

 

４．重点目標 

① 制度の狭間にいる対象者を支援できるよう生活支援センター基本相談機能強化を図る。 

② 調査・分析から見えてきた地域課題の具体的解決策を検討する。 

③ 関係機関との連携による精神保健福祉に関する普及啓発活動の継続実施を行う。 

④ 当事者活動団体、家族会との連携強化、互恵関係を重視し協働活動を行う。 

⑤ 相談支援専門機関としての役割強化、専門家としての職員のスキル向上を図る。 

⑥ 国給付事業（自立生活援助事業）、横浜市事業（自立生活アシスタント事業）を活用し

アウトリーチ活動の更なる充実を図りつつ、センター内業務とのバランスを調整する。 

⑦ 環境調整ができれば退院可能な方への地域移行支援及び区内精神科病院との連携強化 

⑧ 区福祉保健センター、基幹相談支援センター及び関係機関と連携しながら、地域生活支

援拠点事業の形を整えていく。 

⑨ 精神障害者にも対応した地域包括ケアシステムの充実に向けて、地域ケアプラザ、教育

機関、社会福祉協議会、連合町内会、民生委員等に協力を仰ぎながら、普及啓発活動に

取り組み、精神障害に対して正しい理解を区民の方にして頂けるよう研修等を開催す

る。横断的ネットワークを構築し、障害有無関係なく、誰もが住みやすい街になるよう

な地域を目指していく。 

 

５．施設運営の具体策 

I. 安心の提供 

I. フリースペースによる交流 

 利用者同士の交流、職員が身近な相談者として存在するための場として、安心して利用でき

るよう環境アセスメントを定期的に実施しながら、様々なイベント等を通して地域交流機会を

提供していきます。 
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II. バースデーカードの送付 

 虚無感や孤立感を感じてしまう人に対して社会とのつながりを感じて頂く一環として、職員

が作成したバースデーカードを送り、一人ではないという安心感を提供します。 

III. 安否確認 

 利用登録以降、その利用者が生活支援センターへの来館や連絡がない場合、安否確認のため

の電話連絡を行う。また、必要に応じて関係機関と連携して自宅訪問し安否確認を行います。 

 

II. 日常生活に対する支援 

I. 生活スキルの向上 

 安定した日常生活を送ることが困難な方や不安を感じている方には、電話相談や職員の訪問

により、地域生活のしづらさを軽減するための支援を行う。また、体験不足による生活障害の

改善に向けては、センターイベント、同行による余暇活動支援等を通して体験の機会を提供し

ます。 

II. 食生活の提供 

 夕食サービス（1 食 400 円）を利用者のニーズに合わせて実施します。また、運営時間変

更に伴い、土曜日に夕食提供の代わりに昼食会を開催し、共同作業での食の提供を行います。 

 

III. 清潔の保持 

来館時の声かけや相談から生活状況の把握を行い、入浴・洗濯サービス（1 回 100 円）を 

活用しながら清潔の保持に向けた支援を行います。 

 

IV. 情報提供 

情報に関しては、センター内掲示及び自由に閲覧可能な状態として下記の提供を行います。 

I. 他区生活支援センター機関紙 

II. 各種福祉サービス事業所パンフレット 

III. 研修会及び勉強会のチラシ 

IV. 家族会及びセルフヘルプグループの活動報告 

V. インターネットサービス（10 分 10 円）を活用、情報を取得しやすい状況を整備 

 

V. 相談支援 

ケアマネジメント手法に基づく個別支援を重要視し、利用者の必要に応じて個別支援計画を

作成し、支援にあたっていきます。必要時には積極的に同行・訪問支援を実施します。 

 

VI. 地域交流 

I. 各町内会の催しへの積極的な参加 

年 2 回の運営連絡会や毎年、夏祭りを合同で開催して地域の方々や子供達に精神障害に

ついて知る機会を提供し、体験を通した正しい障害理解がされるよう努めます。 

II. 地域課題の調査・分析に基づいた取り組み 
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  鶴見区は、鶴見駅を中心に海側と山側で街並みや住環境の違いが顕著です。これまでに実 

施した地域課題の調査・分析に基づき、課題解決に向けた取り組みを実施します。 

 

6. 家族支援 

I. 鶴見区家族会「のぞみ」との協働活動 

   家族会主催のイベントへの積極的な参加、家族会とセンターとの協働イベントの開催を実 

施します。 

II. 出張相談会等ケアプラザとの連携強化 

区内ケアプラザにおいて、障害理解講座を行い、地域の相談ニーズを拾い上げることがで

きる機会を積極的に構築していきます。 

III. 鶴見区家族のニーズ把握及び普及啓発 

   毎月の家族会定例会に参加をし続け、ご家族の心情理解、意見などを把握し自立支援協議 

会等で伝えていきます。他の場でも、家族会と連携しながら必要なことを発信します。 

IV. 家族会高齢化問題への支援 

定例会を通して新規会員取得に向けた支援を行います。 

 

7. ピア活動支援 

I. セルフヘルプグループの活動後方支援 

  鶴見区生活支援センターでは、平成 29 年度に「かさぶらんか」という名称でセルフヘル 

プグループが利用者主体で誕生しました。その活動が円滑に継続できるよう後方支援を継 

続的に行うと共に主体的に活動できる機会を提供していきます。 

II. ボランティア活動支援 

   これまでに、利用者や地域住民、学生ボランティアを積極的に受け入れています。今後 

もボランティア活動を通して、精神障害者に対する理解が深まる契機になるよう、積極的 

な受入及び周知を行います。 

III. 専門団体との協働活動 

横浜当事者研究会、WRAP ファシリテーター、横浜市精連、神奈川県精神保健福祉士協 

会等の専門団体と連携し、各種研修会の開催や研修運営等に協力をしていきます。 

IV. ピアスタッフの活用を検討 

横浜市のピアスタッフに関する方針に基づき、ご利用者、職員にピアの専門性、価値の理

解を深める機会を設け、ピアスタッフの導入を試みる。 

 

8. 人材育成・精神保健福祉士実習生の受け入れ 

ネットワーク力を活かし、職員の資質向上に繋がるような内部勉強会を年 3 回開催しま

す。また、既存のインフォーマルな区内の事例検討会「通称：うみやま会」にも積極的に参

加し、個々のレベルアップを図っていきます。 

センター標準化に伴い、運営時間も変更となったことを活かし、同法人２センターとの合

同研修も可能になりました。隔月で合同研修も実施し、内部の統一化も図ります。 
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実習生の受け入れも引き続き、積極的に行います。将来、利用者の利益向上に繋がるよう

な仲間の育成に貢献していくことを目的の一つとし、養成校との連携も強化し、指導の資質

向上にも務めていきます。 

9. 施設の管理運営 

I. 個人情報保護 

個人情報保護に関する勉強会をセンター内で行い、日常的支援・電話対応、記録の取り扱 

いなど、個人情報を保護する基本的な決まり事を職員間で徹底します。そして、マニュア 

ルを作成し、随時見直しを行い、職員誰もが自己点検できるようにします。また、パソコン 

等データベース関連は、法人の規定に基づいた個人情報保護を遂行します。 

II. 安全対策 

   リスクマネジメントを意識し、センター内ハード面、ソフト面の両面から想定できるリス 

クを回避できるよう意識を高め取り組んでいきます。 

III. 事故防止体制・緊急時対応 

安全管理委員会を組織し「安心は何事にも優先する」という意識を持ち、毎月 1 回ヒヤリ 

ハット事故の内容把握、原因追究、対応策の立案を職員一体となって行い、再発防止に努め 

ます。必要に応じて安全管理マニュアルの改訂を行います。また、緊急時対応に関しても職 

員間で意識共有し、緊急時対応マニュアルをベースに的確な対応をしていきます。 

IV. 苦情解決・利用者アンケート 

利用者からの苦情・要望は、「生活支援センター運営改善への最重要な提言」と捉え利用利 

用者満足度を考える担当職員を設け、整理していきます。これまでと同様に、寄せられた意 

見に関しては、職員ミーティングで話し合い、回答を掲示します。また、サービス向上のた 

めの貴重な情報源として、利用者からのアンケート、家族会の会合、ご意見 BOX、第三者委 

員からの意見などを職員で共有し改善対策に役立てていきます。 

 

 

10. 自立生活アシスタント・自立生活援助事業 

その都度、必要な新規ケースの受入が円滑にできるよう、事業利用中の方の再アセスメン

トを定期的に行い、支援終了可能な方は、基本相談及び他の支援に繋げていきます。具体的

数値目標としては、２５名の方を支援します。数値目標を実現できるよう、体制を整えてい

きます。また、自立生活援助事業については、支援が必要な方を受け入れていきます。契約

者数は、10 名を目標と考えています。 

 

11. 横浜市退院サポート事業 

   鶴見区自立支援協議会精神保健部会を軸に、区内精神科病院との協働活動を活性化させ、

地域移行支援が円滑に進むよう働きかけていきます。区福祉保健センター、基幹相談支援セ

ンターと情報共有及び連携強化しながら、区外精神科病院に入院している鶴見区の方の現状

把握に努め、積極的に働きかけを行い、事業対象者層の拡大を図ります。具体的年間支援者

数は実人数 15 名を目指します。 
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12. 指定特定相談支援事業（計画相談支援事業） 

   区福祉保健センター、基幹相談支援センターとの定例会議の中で他の事業所では対応困難  

  なケースを専門相談機関として積極的に受け入れていきます。基本相談支援事業等、他の事

業とのバランスも見ながらではありますが、具体的数値目標は、契約者数 125 名としま

す。 

 

13. 指定一般相談支援事業（地域移行・地域定着支援事業） 

   市事業の病院との協働活動を通して、支援が必要な方を発掘し積極的に受け入れていきま 

す。区内精神科病院との連携強化は当然のことながら、近隣病院とのケースを通して関係性 

を深め、一人でも多くの退院可能な方の支援を実施していきます。 

 

14. その他活動 

I. 鶴見区自立支援協議会 

 各部会（権利擁護部会、精神保健福祉部会、相談部会）に職員を 1 名ずつ派遣し、関係

機関の連携強化に努め、部会活動の活性化に貢献していきます。 

 

II. 地域生活拠点事業 

    ３機関連携にて対応が必要なケースの掘り起しを行いながら、必要な支援を展開してい 

きます。 

 

III. 精神障害者にも対応した地域包括ケアシステム 

 本事業が、円滑に推進されるよう精神保健福祉部会を活用しながら、その活動力が高め

られるよう貢献していきます。 

 

IV. 横浜市生活支援センター連絡会 

 センター向上員会、ピア活動ワーキングに職員を派遣し、生活支援センター全体が課題

解決に向けて取り組めるよう尽力します。 

 

V. 横浜市精神障害者地域生活支援連合会への協力 

部会に職員を派遣し、市全体の精神保健福祉の向上に寄与します。 

 

VI. 精神障害者にも対応した地域包括ケアシステムの構築 

 鶴見区自立支援協議会精神部会を通して、地域ケアプラザと連携し障害理解講座、ケア

プラザ内での精神障害者のサークル活動の場を構築する等、区内各エリアで精神障害の理

解が深まるよう働きかけをしていきます。 

 

 






